
 

 

平成２４年度 一般社団法人鳥取市観光コンベンション協会事業報告 

 

Ⅰ 総 括 

 

一般社団法人鳥取市観光コンベンション協会は、平成２４年４月９日にそれまでの任

意団体から衣替えして新組織で出発した。協会の活動理念は、個々の会員単独では困難

な観光・誘客事業に対し、協会のスケールメリットを生かして主体的に実施することに

より観光振興を図り、市場の拡大と創出を行い、地域経済の活性化に貢献することであ

る。 

平成２４年度については、観光産業を取り巻く環境の変化に適応しながら、活動理念に

基づいた各施策を行い、事業の連続性にも配慮して推進した。 

 

（１）第３種旅行業免許の取得 

平成２４年１０月に第３種旅行業免許を取得し、地域の観光素材と素材拠点間の

交通や体験、食事等をセットにした着地型旅行商品の造成・販売を開始した。また

グリーンツーリズムやスポーツツーリズム等、新しい旅行需要に適合するための体

制整備と施策を展開した。 

（２）コンベンション誘致の強化 

公益財団法人とっとりコンベンションビューローと連携して、県内外各種団体に

対しコンベンション誘致活動を実施した。平成２４年度は補助金の枠を増額してお

り、支援制度の充実とＰＲの強化も併せて行った。 

（３）砂の美術館の運営と物産販売 

鳥取砂丘の中の新しい中核施設として各方面から好評を頂き、初年度の来場者は

５０万人を超えた。美術館を運営する協会としては下記３点に注力して事業展開を

図った。 

①大勢の来場者への接遇・おもてなしの規範になる施設運営を行う。 

②美術館内のみで販売する物販商品揃えにより、砂の美術館への指向性を一層高

める。 

③来場者の施設内動線を解析し、次年度への施設運営の改善を行う。 

（４）二次交通の整備検討 

検討委員会を設置し、ループ麒麟獅子バスの運行改良を検討した。ＪＲや飛行機

便との接続性に配慮し、旅行客の動きにマッチして一次交通とのアクセス性の向上

を図り、かつ乗降客の多い地点に重点的に停車する新ダイヤを設定した。平成２５

年度秋に新ダイヤで運行開始する予定である。 



 

 

（５）国際観光の推進 

訪日観光客の増加は国家的命題であり、国際観光は避けて通ることが出来ない。

本協会も平成２４年度は受入体制を強化して、外国人観光客向けスタッフの常駐体

制を敷き、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）から外国人案内所カテゴリー２の認定を平

成２４年１０月に受けた。 

東日本大震災による訪日需要の収縮は平成２４年度には回復し、窓口カウンター

を訪れる外国人客は大幅に増加した。更に近隣諸国からの鳥取への来訪を促す為、

ロシア極東のウラジオストクの旅行会社連合７社と観光情報の相互交流に関する覚

書を取り交わし、鳥取の観光情報を逐次提供する事により今後のロシアインバウン

ドの端緒とした。 

訪日観光客は漸増していくため、研修会を数回開催し、会員の受入れ環境整備の

支援も行った。 

（６）鳥取駅周辺の観光案内所、バス乗降口の整備 

鳥取駅の耐震改修時期に合せ、観光案内所ブースを更新した。また鳥取駅からル

ープ麒麟獅子バス乗り場までの表示を充実させ、利便性の向上を図った。 

また昨年秋に行われたＪＲＤＣキャンペーンに合わせてＪＲ利用客のおもてなし

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ 会議開催状況 

１ 総会（１回） 

一般社団法人鳥取市観光コンベンション協会設立総会 

開催日時：平成２４年４月５日（木） 

開催場所：ホテルニューオータニ鳥取「鶴の間」 

議  案：第１号議案 平成２４年度事業計画（案）について 

第２号議案 平成２４年度収支予算（案）について 

第３号議案 常勤の役員の報酬について 

第４号議案 理事及び監事の費用弁償について 

２ 理事会（６回） 

第１回定例理事会 

開催日時：平成２４年５月２１日（月） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）平成２３年度事業実績報告について 

２）平成２４年度事業の進捗状況について 

３）業務推進体制について 

４）諸規程の整備について 

５）第３種旅行業の取得について 

６）会員入会の承認について 

７）委員会の設置について 

第２回定例理事会 

開催日時：平成２４年７月１７日（火） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）平成２３年度及び平成２４年度鳥取市観光協会決算報告について 

２）事業の進捗状況について 

３）新規会員入会審査について 

４）平成２４年度収支補正予算（第１号）（案）について 

５）物産事業の運営に関する規程（案）について 

第３回定例理事会 

開催日時：平成２４年９月１８日（火） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）事業の進捗状況等について 

２）新規会員入会審査について 

３）平成２４年１０月１日付人事と機構改革について 

４）平成２５年度の主要事業と鳥取市への要望事項（案）について 

５）ループ麒麟獅子バス運行及び整備検討委員会の設置について 

６）平成２４年収支補正予算（第２号）（案）について 



 

 

第４回定例理事会 

開催日時：平成２４年１１月１９日（月） 

開催場所：鳥取シティホテル 日本海の間 

議  題：１）事業の進捗状況等について 

２）事務局体制について 

３）ウラジオストック訪問報告について 

４）外国人観光案内所の認定について 

５）事業の実施報告と今後の予定について 

６）ＪＲ山陰ＤＣのおもてなしについて 

７）鳥取県観光連盟プロモーター会議報告について 

８）新規会員入会審査について 

９）職員接客研修実施について 

10）鳥取駅周辺宿泊施設等のトイレ解放について 

11）協会シンボルマーク審査について 

12）ループ麒麟獅子バス運行計画に係わる乗降客調査について 

第５回定例理事会 

開催日時：平成２５年１月２１日（月） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）各事業報告について 

２）平成２４年度決算見込額について 

３）平成２５年１月からの事務局体制について 

４）ループ麒麟獅子の調査報告と課題について 

５）新事務所移転について 

６）協会シンボルマーク結果について 

７）新規会員入会審査について 

８）次年度の事業計画について 

第６回定例理事会 

開催日時：平成２５年３月２７日（水） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）事業の進捗状況等について 

２）鳥取市観光コンベンション協会諸規程について 

３）平成２５年度鳥取市観光コンベンション協会事業計画及び収支予

算（案）について 

４）ループ麒麟獅子の新運行計画（案）について 

５）鳥取市観光コンベンション協会事務所移転と新店舗設置について 

６）鳥取市観光コンベンション協会定款の一部変更について 

７）レンタサイクルの運営について 

８）平成２５年度鳥取市観光コンベンション協会職員採用計画について 

９）新規会員入会審査について 



 

 

３ ループ麒麟獅子バス運行及び整備検討委員会（３回） 

委 員 長：江原 忍 

副委員長：岡部 哲彦 

委  員：三橋 英雄、瀧本 覚、中嶋 敬治、中島 文明、鈴木 敏 

第１回 

開催日時：平成２４年１２月１２日（水） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）ループ麒麟獅子バス運行の現状と調査報告について 

２）今回の調査を受けての課題抽出について 

３）今後の事務日程について 

第２回 

開催日時：平成２５年１月１８日（金） 

開催場所：とりぎん文化会館第６会議室 

議  題：１）ループ麒麟獅子運行計画（案）について 

２）今後１０年間のループ麒麟獅子運行概算収支見通しについて 

３）今後の事務日程について 

第３回 

開催日時：平成２５年２月２６日（火） 

開催場所：鳥取県東部広域行政管理組合会議室 

議  題：１）ループ麒麟獅子運行出発時刻（案）について 

２）中型路線バス仕様による概算収支見通し（案）について 

３）今後の事務日程について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ 事業実施状況 

１ 観光案内事業 

事業名 鳥取市観光案内所事業 

事業内容 鳥取市を訪れる観光客へ観光案内や宿泊案内を行うことで、「観光都

市 鳥取」の玄関口の役割を果たし、鳥取市のイメージアップに貢献

するとともに、コンベンションやイベント、チケット販売等の情報発

信を行うなど観光案内を行うと共に地域住民への便宜を図る。 

実施場所 鳥取市観光案内所 

従事者の人数 ３名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ鳥取駅耐震改修工事に伴い、平成２４年８月１１日からＪＲ鳥取

駅北口の入口に新たな施設にてリニューアルオープンした。 

【案内実績】 

窓口案内人数：５７，８６５人（前年度：４６，９６２人） 

うち、外国人： ２，０７２人（前年度： １，９５４人） 

窓口案内人数は、前年度に比べ約２３％、外国人への案内人数につい

ても約６％増加した。 

 

【観光案内の推移】 
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事業名 国際観光客サポートセンター事業 

事業内容 国際観光客サポートセンターにおける外国人観光客への観光案内業

務及び外国人観光客用案内ツールの開発・作成業務の実施。 

【鳥取市国際観光客民間サポーター事業】 

外国人旅行者へのガイドや通訳等のサポートを行う。また各種交流イ

ベント等を行い、地域在住の外国人との観光分野におけるコミュニテ

ィ形成も図りつつ地域をあげた国際観光推進を目指すものである。 

【外国人観光客おもてなし講座事業】 

市内施設（宿泊・土産・飲食・運輸交通・文化等）への外国人おもて

なし講座を実施し、関連企業及び関連施設との意見交換会等を行い、

受入環境の改善に取り組む。 

実施場所 国際観光客サポートセンター 

従事者の人数 ４名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年１０月、国際観光客サポートセンターは、日本政府観光局

（ＪＮＴＯ）より外国人案内所カテゴリー２に認定され、本格的な外

国人案内所としての機能を果たした。 

【案内実績】 

窓口案内人数：１２，２６１人（前年度：７，２２８人） 

うち、外国人： ３，８２０人（前年度：３，１８３人） 

外国人観光客周遊タクシー受付件数：５００件（前年度：４３５件） 

窓口案内人数は、前年度に比べ約７０％増加、外国人への案内人数に

ついても約４２％増加、外国人向けの周遊タクシー受付件数は、前年

度に比べ約１５％増加した。 

【鳥取市国際観光客民間サポーター】 

今年度は、２名正式にサポーターとして認定し、各種研修及び案内活

動等を実施した。 

【外国人観光客おもてなし講座】 

出前講座：２０回 

施設に出向いて、外国人に対する言語やおもてなし等の講座を実施し

た。 

観光施設   １１回 

宿泊施設    ４回 

土産品施設   ３回 

運輸・交通   ２回 

外国人おもてなし研修会（平成２５年３月実施）参加者数：４７名 

講演「ロシア人観光客の受け入れ環境の整備について」 

講師：佐藤久雄氏（CONSULTANT.RU 合同会社 代表社員） 

イリーナ・チェブラコワ氏（ロシアサポートデスク職員） 

観光施設    ５名 

宿泊施設    ９名 

土産品施設   １名 

飲食施設    １名 

運輸・交通  １２名 

その他    １９名 



 

 

２ 企画誘致事業・観光推進事業・地域活性化事業・広告宣伝活動事業 

事業名 コンベンション誘致事業 

事業内容 鳥取市におけるコンベンションの開催を推進し、地域経済への波及効

果を図る。また第３種旅行業免許の取得により、コンベンション開催

に伴うエクスカーション等を主体的に実施する。 

実施場所 協会事務局及び鳥取市観光コンベンション推進課内（出向） 

従事者の人数 ２名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

【コンベンション開催実績】 

開催件数  ：９３件（前年度１１５件） 

参加者数  ：２５，８７４名（前年度２１，５０１名） 

述べ宿泊者数：２４，９１２名（前年度２０，４００名） 

・開催規模の大きいコンベンション誘致の影響で、参加者数及び延べ

宿泊者数は前年度に比べ約２０％増加した。 

 

 

【コンベンション開催の推移】 
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事業名 着地型商品造成・誘客宣伝事業及び第３種旅行業 

事業内容 各地域の観光素材を幅広く発掘し、観光資源化への助言を行なうと共

に、年度単位の重点計画を立案して着地型商品を造成する。 

着地型旅行形態の進展に伴い、観光素材を旅行会社やネットエージェ

ントの旅行商品に展開する動きに対応し、鳥取に誘客する為の営業宣

伝活動を行なう。 

第３種旅行業免許の取得による、コンベンション開催時のエクスカー

ションや、着地型商品を活用した旅行プランの主体的な展開・販売。 

実施場所 協会事務局 

従事者の人数 ３名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３種旅行業】 

鳥取県知事登録旅行業第３－６７号（第３種旅行業）として、平成２

４年１０月１日より業務を開始した。 

・一般顧客への手配旅行業務 

・砂の美術館、緑化フェア等の入場券の販売等 

売上実績 ：３，２０５千円（平成２４年１０月～） 

その他手数料：３，２６２千円 

 

【着地型商品造成】 

以下の商品を造成し、県内外の顧客への展開を行った。 

・鳥取砂丘ならびに砂の美術館を中心とした周辺観光と食事処を組 

合わせた観光マイスターがご案内するタクシープラン 

・ＡＮＡで訪ねる鳥取因幡満喫プラン（首都圏対象） 

・「因幡の白うさぎ」ゆかりの地を巡る縁結びプラン 

・岩美町と連携したジオエリアノルディックウォークプラン等 

 

【誘客宣伝事業】 

以下の催事への参加及びエージェントへの営業活動を行った。 

・ＪＲＤＣ関西観光商談会と関西エージェント営業（5/16～17） 

・関西バス会社ならびにマスコミ営業（7/12～13・大阪/兵庫） 

・中四国エージェント営業（10/22～24・香川/高知/愛媛/広島） 

・因幡但馬丹後観光協議会ＪＲ大阪駅冬の観光ＰＲ（11/6） 

・首都圏旅行会社観光情報説明会（2/8～9・東京） 

 

 

 



 

 

事業名 観光推進事業及び地域活性化事業（イベント事業） 

事業内容 協会の自主事業及び受託事業の実施 

ア）桜まつり事業 

イ）観光客入込調査事業 

ウ）観光パンフレット作成事業 

エ）因幡図鑑事業 

オ）観光ボランティア活性化事業 

カ）ふるさと祭り東京派遣事業 

キ）鳥取市観光大学事業 

ク）ループ麒麟獅子運営事業及びレンタサイクル事業 

ケ）各地域イベント事業 

実施場所 協会事務局 

従事者の人数 ５名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア）桜まつり事業（ぼんぼり設置・点灯） 

実施期間：平成２４年３月２７日～４月７日の１２日間 

開催場所：鳥取城二の丸周辺及びお堀端、袋川右岸 

イ）観光客入込調査事業 

実施期間：平成２４年８月１１日～１５日 

事業内容：「鳥取しゃんしゃん祭」に対する意識調査の実施 

ウ）観光パンフレット作成事業 

事業内容：観光パンフレットの作成及び県外観光客への送付 

作成内容：鳥取旅時間 75,000 部、市街地マップ 60,000 部 

砂丘周辺案内図 35,000 部作成 

エ）因幡図鑑事業 

事業内容：「因幡図鑑」の作成 作成部数：15,000 部 

オ）観光ボランティア活性化事業 

事業内容：きなんせえ家を拠点とした鳥取城跡の周辺ガイド 

実  績：ガイド件数：２８６件、案内人数：８４７名 

カ）ふるさと祭り東京派遣事業 

実施期間：平成２５年１月１２日～２０日 

事業内容：「砂の美術館」ＰＲブースでの広報活動及びしゃん 

しゃん傘踊り披露 

キ）鳥取市観光大学事業 

事業内容：観光産業従事者を対象とした鳥取市観光大学の実施 

受講者数：３７名（うち合格者：３４名） 

観光マイスター数：２８８名（平成２５年３月現在） 



 

 

事業の成果 

 

ク）ループ麒麟獅子運営事業及びレンタサイクル事業 

【ループ麒麟獅子運営事業】 

利用人数：２２，０１３人（前年度：１７，９４２人） 

売上実績：７，７６３千円（前年度：６，４５８千円） 

利用人数は、前年度に比べ約２３％、乗車券販売は、約２０％増加

した。今年度は検討委員会を設置し、乗客の動態調査により運行ル

ートと時刻の見直し、二次交通の機能強化を検討した。また新型車

両への更新についても検討した。 

【レンタサイクル事業】 

利用件数：１，５１４件（前年度：１，３７８件） 

売上実績： ８７２千円（前年度： ７３８千円） 

利用件数は、前年度に比べ約１０％、実績額は、約１８％増加した。 

ケ）各地域イベント事業 

雨滝滝開き祭（国府町）６月２日（土） 

扇ノ山山開き祭（国府町）７月７日（土）雨天中止・神事のみ 

砂丘ビーチ砂もり大会（福部町）８月５日（日） 

鳥取砂丘たこあげフェスティバル（福部町）１１月１８日（日） 

（その他イベント） 

鳥取しゃんしゃん祭（鳥取市）８月１１日～１５日 

鳥取三十二万石お城まつり（鳥取市）１０月１３日～１４日 

 

 

【ループ麒麟獅子の状況】 
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H23利用数 1,051 2,381 661 1,626 4,392 1,461 1,526 1,306 1,048 594 734 1,162

H24利用数 1,419 1,888 830 1,865 5,137 1,984 2,053 1,992 1,746 946 728 1,425

H23実績 355,250 789,730 216,550 536,787 1,463,490 683,068 519,490 445,130 567,051 189,051 184,606 507,359

H24実績 474,200 637,170 287,990 659,590 1,753,821 857,424 697,930 678,180 633,903 211,560 240,242 630,876
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３ 施設管理事業 

事業名 鳥取砂丘砂の美術館管理運営業務及び鳥取砂丘情報館サンドパルと

っとり管理運営業務 

事業内容 【鳥取砂丘情報館サンドパルとっとりの指定管理受託業務】 

鳥取砂丘及び砂の美術館を訪れるお客様に鳥取県東部の観光情報

を案内し、域内での滞在時間増加を目指す。 

ア）砂像普及業務 

地域における砂像つくり体験や砂像制作補助を通して、地域に根

ざす砂像文化の構築と定着を図る。 

【鳥取砂丘砂の美術館の指定管理受託業務】 

来場者目標５０万人。世界一の砂の美術館を目指す。 

ア）各種イベントの実施 

テーマに沿った各種イベントを実施し、集客に努める。 

イ）砂の美術館オリジナルグッズの開発 

ウ）砂像制作補助業務 

エ）ＰＲ業務 

実施場所 鳥取砂丘 砂の美術館 

従事者の人数 ２１名（うち１０名は平成２５年１月まで） 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来 場 者 数：５３０，５１７人（※うち砂の美術館は 526,768 人） 

（H23 年度：  ４６，２０７人 ※砂の美術館開催無し） 

（H22 年度：４１９，０４６人 ※砂の美術館第４期展示開催） 

砂の美術館とサンドパルとっとりを合わせた来場者数は、平成２３年

度に比べ１，１４８％、平成２２年度に比べ２７％増加した。 

砂の美術館も来場者目標の５０万人を達成した。 

 

【鳥取砂丘情報館サンドパルとっとりの指定管理受託業務】 

ア）砂像普及業務 

○ミニ砂像つくり体験の実施 

学校、幼稚園などを対象に行い、砂像文化の普及に努めた。 

○砂像制作 

鳥取空港や鳥取駅前などで砂像制作を行い、制作のスキル向上

を図った。 

 

 

 



 

 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鳥取砂丘砂の美術館の指定管理受託業務】 

ア）各種イベントの実施 

「ケルト音楽の午後」 演奏会 １１月１８日（日） 

イ）砂の美術館オリジナルグッズの開発 

砂の美術館ラベルのワインや焼酎を開発し、「砂の美術館売店」

にて販売した。その他ポストカードなども制作し、会期後半には、

美術館内でのミュージアムショップを試験的に行った。 

ウ）砂像制作補助業務 

プロ彫刻家による砂像公開制作や、砂の美術館の制作補助を行っ

た。制作サポートスタッフとしてのスキル向上を図ることができ

た。 

エ）ＰＲ業務 

ふるさと祭り東京など、砂の美術館のＰＲ活動を行った。その他

様々なメディア対応を通じて砂の美術館および鳥取のＰＲに努

めた。 

【砂の美術館入場者数の推移】 
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H22 5,315 80,029 34,108 30,793 57,297 55,653 49,874 47,724 46,365 7,165 1,598 3,125

H23 5,556 6,786 4,628 4,680 6,330 4,075 4,013 3,338 2,085 1,345 1,093 2,278

H24 36,732 87,704 48,571 46,240 72,310 62,264 63,040 57,899 45,506 6,502 1,344 2,405
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４ 物産振興事業・観光センター事業・インターネットショップ管理事業 

事業名 鳥取ブランド商品企画開発事業及び店舗運営事業 

事業内容 【鳥取ブランド商品企画開発事業】 

鳥取県東部を営業の本拠地とする事業者（正会員）と連携し、鳥取産

の食材等を有効に活用した加工食品、および鳥取を特長づける産品や

鳥取のイメージを象徴化する商品等の開発を行う。また、出展販売や

店舗販売等による既存商品の販売・ＰＲを通じて顧客ニーズの動向を

読み取り、顧客指向の商品改良や改善策に関するアドバイス・サポー

トを行う。 

【店舗運営事業】 

ア）鳥取駅店…鳥取物産振興の情報発信拠点と位置付け、店舗プラ

スホームページによって物産情報を集積し発信する。 

イ）かろ店…鳥取市の観光拠点の一つである賀露地区をベースと

し、観光・物産情報発信及び物産販売を行う。 

ウ）砂の美術館売店…鳥取砂丘ならではの商品や砂の美術館のコン

セプトに合致した、より相乗効果を高めるような物産販売を行

う。 

エ）気高町観光センター…気高町浜村地区に根差した地域振興拠点

機能や観光ＰＲ及び物産販売を行う。 

実施場所 鳥取市ふるさと物産館（鳥取駅店・かろ店）、砂の美術館売店、 

気高町観光センター 

従事者の人数 １０名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鳥取ブランド商品企画開発事業】 

・新規物産会員数：８社 

・２４年度物産会員数：６９社 

・鳥取市ふるさと物産館ホームページによる広報及び紹介 

・物産展への出展回数：４１回 

【店舗運営事業】 

ア）鳥取駅店：売上高  7,018 千円（前年 5,096 千円）前年比 137.7% 

イ）かろ店 ：売上高 40,909 千円（前年 26,789 千円）前年比 152.7% 

ウ）砂丘売店：売上高 104,688 千円（前年 60,855 千円）前年比 172.0% 

エ）気高町観光センター 

：売上高 13,369 千円（前年 14,541 千円）前年比 91.9% 

 



 

 

事業名 インターネットショップ管理運営事業 

事業内容 鳥取市が直営するインターネットショップ「とっとり市」のカスタマ

ー業務を運営することによって、鳥取市の生産業者、製造業者との連

携・結びつきを深めることで物産振興のより一層の進展を図る。 

実施場所 協会若桜町事務所 

従事者の人数 ４名 

事業の成果 

 

 

 

 

 

鳥取市との協力体制の下、地元特産品の販売促進を図るため、時期に

応じたキャンペーンを実施するとともに、らっきょう、二十世紀梨、

松葉ガニ及び海産物のＰＲをホームページ及びチラシ等で展開した。 

店舗数：１２５店舗（平成２５年３月現在） 

取扱実績額：９，６８２千円 

 

 

【物産販売売上高の推移】 
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